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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

天
美
荘
園
分
譲
地
開
発
が
契
機

箕
面
山
瀧
安
寺
の
弁
財
天
勧
請

　
近
鉄
河
内
天
美
駅
前
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー

を
線
路
沿
い
に
少
し
北
に
行
く
と
、
駐
輪

場
前
に
弁べ

ん

財ざ
い

天て
ん
を
祀
る
お
社や
し
ろが
見
ら
れ
ま

す
。
も
と
も
と
、
こ
こ
に
は
弁
天
池
が
あ

り
、
今
の
徳
洲
会
病
院
南
側
に
つ
く
ら
れ
て

い
た
中
島
に
弁
財
天
社
が
祀
ら
れ
、
池
中
に

鳥
居
が
浮
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年

（
一
九
七
四
）、
弁
天
池
は
河
内
天
美
駅
東
部

開
発
に
よ
っ
て
埋
め
た
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）
十
一
月
、
こ
の

場
所
に
新
た
に
弁
財
天
社
を
遷
座
し
た
も
の

で
す
。
弁
財
天
を
池
の
中
島
に
祀
っ
て
い
た

の
で
弁
天
池
と
よ
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
弁
天
池
の
名
は
古
く
か
ら
あ
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
地
は
天
美
東

七
丁
目
で
す
が
、
江
戸
時
代
は
河
内
国
丹た

ん

北ぼ
く

郡
池い
け

内う
ち
村
で
し
た
。享
き
ょ
う

保ほ
う
二
十
年（
一
七
三
五
）

に
発
刊
さ
れ
た『
河か

内わ
ち
志し

』
で
は
池
内
池
と
よ

ば
れ
、『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』の
推す

い
古こ

天
皇
の
時（
七
世

紀
）
に
掘
ら
れ
た
と
す
る
依よ

網さ
み

池い
け
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
古
代
、
天
美
の
地
は
依
網

郷
と
称
さ
れ
て
お
り
、
依
網
池
は
今
の
大
阪

市
住
吉
区
庭に

わ

井い

町
付
近
か
ら
天
美
西
の
今
池

水
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
西
北
堤
あ
た
り
ま
で
広

が
っ
て
い
た
大
池
で
し
た
。
池
内
池
が
依
網

池
の
一
部
と
い
う
伝
承
は
否
定
的
で
す
が
、

一
般
的
に
は
上か

み

ノの

池い
け

と
い
う
名
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
天
美
北
小
学
校
の
南
側
に
下し

も

ノの

池い
け

が
あ
る
よ
う
に
、
池
内
村
で
は
狭さ

山や
ま

池い
け

水
系
の
上か
み
に
掘
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
ノ
池

と
名
づ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）、
大
阪
鉄
道（
現

近
鉄
）
布
忍
ー
大
阪
阿
部
野
橋（
当
時
は
大
阪

天
王
寺
）
間
が
開
通
し
、
天
美
車
庫
前
駅（
現

河
内
天
美
駅
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
す
で
に
、

前
年
に
は
道
明
寺
か
ら
河
内
松
原
駅
を
経
て

布
忍
に
至
る
電
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

沿
線
に
は
大
阪
市
内
か
ら
人
々
が
移
住
し
、

昭
和
に
入
っ
て
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）
春
、
上
ノ
池
の
北

側
に
南
海
土
地
建
物
株
式
会
社
が
天
美
荘
園

を
開
発
分
譲
し
ま
し
た
。今
の
阪
南
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
を
含
む
一
画
で
、
線
路
を
西
限
と
し

て
、
上
ノ
池
北
堤
の
府
道
大
堀
ー
堺
線
か
ら

北
に
広
が
っ
て
お
り
、
当
時
の
碁
盤
状
の
区

画
が
現
在
も
ほ
ぼ
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

の
整
地
に
あ
た
っ
て
、
上
ノ
池
の
土
砂
も
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
十
四
年
に
は
、
大
鉄
工
学

校（
戦
後
、大
鉄
高
校
。
の
ち
阪
南
大
学
高
校
）

も
現
阪
南
大
学
の
地
に
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
分
譲
地
に
小
林
清せ

い
蔵ぞ
う（
明
治
十
五
〜

昭
和
二
十
八
年
）が
大
阪
市
天
満
か
ら
移
っ

て
き
ま
し
た
。
清
蔵
は
丹た

ん

波ば

篠さ
さ

山や
ま（

兵
庫

県
）の
出
身
で
、
も
と
も
と
天
満
で
酒
造
店

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
清
蔵
は
信
仰
心
に

厚
く
、
箕み

面の
お

の
滝
近
く
の
古
刹
で
あ
る
瀧
り
ゅ
う

安あ
ん

寺じ
（
箕
面
市
）
の
本
尊
で
あ
る
弁
財
天
の

お
詣
り
を
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
清
蔵

は
、
天
美
荘
園
の
基
礎
固
め
に
上
ノ
池
の

土
が
運
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
池
の
水
神
と

し
て
瀧
安
寺
弁
財
天
の
霊
験
を
い
た
だ
き
、

池
中
に
中
島
を
新
た
に
造
成
し
、
弁
財
天

社
を
祀
る
こ
と
を
提
案
し
、
地
域
の
人
々

や
南
海
土
地
建
物
の
協
力
を
得
た
の
で
す
。

祠
は
東
向
き
と
し
ま
し
た
が
、
池
中
に
建

て
ら
れ
た
鳥
居
は
住
宅
地
を
見
守
る
よ
う

に
北
向
き
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
五
日
、
大
鉄
新

聞
に「
風ふ

う

光こ
う

明め
い
媚び 

安
住
の
別
天
地
」「
天
美

荘
園
」「
阿
部
野
橋
か
ら
十
分 

河
内
天
美
驛え
き

か
ら
二
丁
」
と
い
う
広
告
が「
大だ
い

鐵て
つ
沿
線
河

内
天
美
驛
前 

南
海
土
地
建
物
株
式
会
社 

電

話
更さ

ら

池い
け
四
番
」か
ら
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
対
岸
と
は
橋
で
結
ば
れ
た
弁
財

天
社
の
中
島
と
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
清
蔵
ら
は
魚
釣
り
や
ボ
ー
ト
を
浮

か
べ
る
行
楽
地
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
出
し
、

ボ
ー
ト
乗
り
場
や
釣
り
橋
も
設
備
さ
れ
ま

し
た
。
同
社
で
は
遊
園
地
の
池
と
と
も
に
、

分
譲
地
の
売
り
出
し
を
宣
伝
し
た
チ
ラ
シ

を
つ
く
り
、
大
鉄
で
も
乗
車
券
付
き
の
魚

釣
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
年
頃

以
後
、
上
ノ
池
か
ら
弁
天
池
の
名
が
広
が

り
、
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　
線
路
沿
い
に
移
さ
れ
た
弁
財
天
社
は
新
築

さ
れ
、
今
で
は
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
、
池

内
実
行
組
合
に
よ
っ
て
祭
典
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
創
建
時
の
祠
や
琵び

琶わ

形
の
手

洗
石
は
、
清
蔵
の
孫
が
所
有
す
る
荘
園
内
に

移
さ
れ
、
祠
や
鳥
居
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、

手
洗
石
は
現
存
し
て
い
ま
す
。
弁
天
池
の
名

の
お
こ
り
と
な
っ
た
瀧
安
寺
弁
財
天
は
、
江え

ノの

島し
ま（

神
奈
川
県
）・
竹ち

く

生ぶ

島し
ま（

滋
賀
県
）・
厳

い
く
つ

島し
ま（

広
島
県
）
の
弁
財
天
と
並
ん
で
日
本
四
ヵ

所
弁
財
天
と
し
て
有
名
で
す
。
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池内･弁天池に祀られる弁財天

西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲弁天池跡に祀られる
弁財天社（天美東7丁目）

▲天美荘園内に祀られる
弁財天社（天美東6丁目）

▲天美荘園の広告（昭和13
年10月25日「大鉄新聞」）

▲ボートが浮かぶ弁天池の弁財天社
と魚釣り（昭和30年頃，小林克氏蔵）


